
1 実施期間 令和３年４月１６日～２７日

2 総会定数 ８２　名

3 議決内容 承認数

(1)

(2)

(3)

(4) (案)

(5) (案)

(6) (案)

4 承認決定日 令和３年５月　　日

5 参考資料添付

コロナウイルス感染症拡大のため、書類による承認手続き

ボーイスカウト松山地区総会 (資料)

令和３年度

日本ボーイスカウト松山地区協議会

令 和 ３ 年 度 事 業 計 画

令 和 ３ 年 度 予 算

役 員 選 出

(無回答)

令 和 ２ 年 度 事 業 報 告

令 和 ２ 年 度 決 算 報 告

監 査 報 告



（１）

○

○

○

○

〇

　地域で活躍する人をスカウト運動に巻き
込んで行く行動を起こそう。
　活動場所を選び、積極的なマスコミ活
用、ホームページ等による情報発信を行
い、一般市民に見える活動を展開する。
　各種情報を共有化し、スカウト関係者が
共通の目標に向かって取り組む。
　各委員会の役割及び事業を効果的に
実施するため、定期的に各種委員長会
を開催して問題点や目指す目的等につ
いての情報を共有し、連携して事業に取
り組むことで地区の組織の強化と活性化
を図る。
　松山市青少年育成市民会議、青少年団
体連絡協議会、教育支援センター、野外
活動センター、松山白鷺ライオンズクラブ
等の関係団体・機関と連携した活動を進
める。

・

・

・

・

・

　コロナ禍のため積極的に行動出来なかった。

　コロナ禍での活動となり、感染対策を取りながらの活
動となったため、積極的な情報発信を控えた事で、市
民に見える活動は出来なかった。
　地区委員会やグループLINE・ホームページを活用し、
情報の共有化に取り組んだ。
　コロナ感染症の拡大に伴い、各種行事が中止になる
中で、各種委員長会や実行委員会を開催し、実施でき
る事業に向かって連携した。

　コロナ感染症拡大防止のため、関係団体・機関が事
業を自粛し、参加や奉仕がほぼ出来なかった。

（２）

○

〇

○

○

○

○

〇

　班制教育が行えるような団組織の強化
や活性化に取り組む。
　ラウンドテーブル等により指導者間の意
見交換や交流を図る。
　定型・定型外訓練への参加を積極的に
促進し指導者の育成を図る。
　団の活動・運営状況等を踏まえた助言
や指導、各団の体験集会への支援等に
より、日々の活動の充実と活性化を図り、
登録数の確保につなげていく。
　各種団体の事業への参加や奉仕など、
スカウトが魅力を感じる活動に取り組む。
　県連盟70周年記念大会、地区技能章
キャンプへの参加を促進する。

　地区ベンチャースカウト会議を引き続き
実施し、ベンチャー活動の活性化を図る。

・

・

・

・

・

・

・

　スカウトの増員に努力したが、コロナ禍の中で活動の
自粛もあり成果を上げる事ができなかった。
　ラウンドテーブルは、Webの活用により、多くの指導者
で意見交換が実施され、成果を上げている。
　定型訓練は中止となり、定型外訓練もコロナ禍で積極
的な参加促進ができなかった。
　コロナ禍で、団に対しての支援が出来なかった。

　コロナ感染症拡大防止のため、関係団体・機関が事
業を自粛し、参加や奉仕がほぼ出来なかった。
　県連７０周年記念大会は、リモート開催で実施され全団
がリモートにより参加した。
　また、地区技能章キャンプについては、コロナ対策を
万全とし日帰りにより実施した結果、スカウト39名・奉仕
者35名の参加があり技能章取得による進級の促進が
できた。
　ベンチャー会議は、コロナ禍で減少したが、ベンチャー
大会へは参加した。

（３）

○

○

　指導者は、活動にあたって、あらゆる危
害から加盟員を守り、安心・安全な活動環
境を整える。
　コロナウイルス感染防止対策を行い、ス
カウト活動を展開する。

・

・

　セーフ・フロム・ハーム研修は開催できなかったが、
県連主催の「リスクマネジメント講習会」に多くの指導者
が参加した。
　財団助成によるコロナ対策物品の配布を受け、各団
で積極的に取り組んだ。

「セーフ・フロム・ハーム」に則ったスカウト
運動を展開する。

重点目標と努力事項 反　省　と　評　価

令和2年度　事業報告書 (松山地区)

令和2年度　地区運営の反省と評価

待つ「クモの巣型」から、積極的に行動す
る「ミツバチ型」組織に変革する。

ボーイスカウト教育の指導原則に則った
活動を実践する。



令和3年3月31日現在

月 日 行　　　　　　　　　　事 場　　　　　　　　所 人数

4 10 地区会計監査 松山市青少年センター 5

11 特別役員会 　　　〃 13

12 県連理事会 松山市生涯学習センター

14 地区委員会① 松山市青少年センター 21

18 三坂野営場整備奉仕 三坂野営場 8

地区定期総会　【書面承認】

5 12 青少年市民会議理事会 松山市青少年センター 1

12・13 地区振興会監査 各監事宅 3

13 ラウンドテーブル①LINEビデオ会議 18

20 国際交流委員会① 松山市青少年センター 8

愛媛県連盟年次総会　【書面承認】

地区振興会総会　【書面承認】

6 2 地区委員会② 松山市青少年センター 24

9 青少年団体連絡協議会役員会 　　　〃 1

13 地区ベンチャー会議 　　　〃 14

18 白鷺ライオンズクラブ助成金進呈式 ライオンズクラブ事務局 1

27 三坂野営場整備奉仕 三坂野営場 6

7 1 青少年団体連絡協議会総会 松山市青少年センター 2

4 県連理事会 愛媛県生涯学習センター

10 技能章キャンプ実行委員会① 松山市青少年センター 11

17 技能章キャンプ実行委員会② 　　　〃 14

21 技能章キャンプ給食班・配給班打ち合わせ 　　　〃 6

25 地区ベンチャー会議 　　　〃 6

25 技能章キャンプ実行委員会③ 　　　〃 16

8 8 上級スカウト地区面接 松山市青少年センター 6

19 ラウンドテーブル② 　　　〃 30

21 技能章キャンプ実行委員会④ 　　　〃 15

25 青少年団体連絡協議会役員会 　　　〃 3

25 野外活動センターまつり説明会 　　　〃 3

26 松山地区感染対策講習会 　　　〃 38

26 技能章キャンプ給食班打ち合わせ 　　　〃 9

30 地区ベンチャー会議 　　　〃 7

令和２年度　実施行事一覧



月 日 行　　　　　　　　　事 場　　　　　　　所 人数

9 4 技能章キャンプ実行委員会④ 松山市青少年センター 14

6 県連理事会 愛媛県生涯学習センター

6 県連野営行事委員会 愛媛県生涯学習センター 2

10 地区委員会③ 松山市青少年センター 22

20 地区技能章キャンプ準備 松山市野外活動センター 11

２１－２２ 地区技能章キャンプ 　　　〃 74

10 14 ラウンドテーブル③ 松山市青少年センター 22

14 国際交流委員会② 　　　〃 6

１７－１８ 市民会議オーバーナイトハイキング奉仕 市内 14

２４－２５ 愛媛県ベンチャー大会 四国カルスト 5

28 技能章キャンプ反省会 松山市青少年センター 11

28 各種委員長会 　　　〃 11

11 1 愛媛県連盟70周年記念事業(Web配信)

11 各種委員会合同会議① 松山市青少年センター 29

22 県連運営委員長会・運営委員会 愛媛県生涯学習センター

25 青少年団体連絡協議会役員会 松山市青少年センター 1

12 3 地区委員会④ 松山市青少年センター 19

5 県連理事会 愛媛県生涯学習センター

9 ラウンドテーブル④LINEビデオ会議 19

1 12 松山市青少年団体連絡協議会役員会 松山市青少年センター 1

15 令和３年度地区一斉登録事務 　　　〃 18

15 臨時松山地区三役会 　　　〃 6

21 各種委員長会 　　　〃 10

23 上級スカウト地区面接 　　　〃 10

2 4 地区委員会⑤ 松山市青少年センター 18

4 臨時松山地区三役会 　　　〃 5

10 国際交流委員会 　　　〃 9

11 県連スカウト研究発表会（ビデオ審査） 愛媛県生涯学習センター

17 ラウンドテーブル⑤ (VSのみLINEビデオ会議) 松山市青少年センター 23

21 県連理事会 愛媛県生涯学習センター

3 4 各種委員長会 松山市青少年センター 10

4 第1回技能章キャンプ実行委員会 　　　〃 10

10 第2回技能章キャンプ実行委員会 　　　〃 10

17 スカウト顕彰式 　　　〃 48

17 地区委員会⑥ 　　　〃 21

令和２年度　実施行事一覧　②





令和３年度 事 業 計 画 書（案） 

１．地区運営の重点目標と努力事項  

１. 待つ「クモの巣型」から、積極的に行動する「ミツバチ型」組織に変革する。 

○地域で活躍する人をスカウト運動に巻き込んでいく行動を起こそう。 

  ○活動場所を選び、積極的なマスコミ活用、ホームページ等による情報発信を行い、一般市民に 

見える活動を展開する。 

   ○各種情報を共有化し、スカウト関係者が共通の目標に向かって取り組む。 

○各委員会の役割及び事業を効果的に実施するため、定期的に各種委員長会を開催して問題点や目指す

目的等についての情報を共有し、連携して事業に取り組むことで地区の組織の強化と活性化を図る。 

○松山市青少年育成市民会議、青少年団体連絡協議会、教育支援センター、野外活動センター、松山白

鷺ライオンズクラブ等の関係団体・機関と連携した活動を進める。 

２．ボーイスカウト教育の指導原則に則った活動を実践する。  

○班制教育が行えるような団組織の強化や活性化に取り組む。 

○ラウンドテーブル等により指導者間の意見交換や交流を図る。 

○定型・定型外訓練への参加を積極的に促進し指導者の育成を図る。 

○団の活動・運営状況等を踏まえた助言や指導、各団の体験集会への支援等により、日々の活動の充実と

活性化を図り、登録数の確保につなげていく。 

○各種団体の事業への参加や奉仕など、スカウトが魅力を感じる活動に取り組む。 

○県連盟野営大会、カブラリー、地区技能章キャンプ、各部門の合同集会への参加を促進する。 

○地区ベンチャースカウト会議を引き続き実施し、ベンチャー活動の活性化を図る。 

 ３．「セーフ・フロム・ハーム」に則ったスカウト運動を展開する。 

   ○指導者は、活動にあたって、あらゆる危害から加盟員を守り、安心・安全な活動環境を整える。 

   〇技能章キャンプ等を通じて、スカウトの進歩の促進を図る。 

   ○コロナウイルス感染防止対策を行い、スカウト活動を展開する。 

 

２．各種委員会の取り組み  

 

委 員 会 名 主 な 取 り 組 み の 内 容 

総務・組織拡充委員会 

地区振興会募集の取り組み、地区ホームページ充実、ＡＥＤ機材の利用促進 

体験集会の支援、団委員長会の開催 

ボーイスカウトの紹介など各種ＰＲ活動の強化 

国際交流委員会 
2022 サクラメント受入事業、2022-2023 サクラメント交流事業 40 周年記念事 

業の計画、国際関係団体との連携 

野営行事委員会 
県野営大会・カブラリー・緑化・赤い羽根・歳末募金活動、松山まつり参加、 

三坂野営場の整備、奉仕活動全般 

進歩委員会 
技能章キャンプ等による BS・VS 進歩の支援、スカウト顕彰式、 

富士・隼・菊章の地区面接、技能章考査員の充実 

指導者養成委員会 
各種訓練や技能講習会の開催、セーフ･フロム・ハーム研修会の実施、 

技能章キャンプ等を通じた指導者の育成 

コミッショナーグループ 
各部門の合同集会の開催、ベンチャー会議支援、ラウンドテーブルによる指 

導者への支援、地区行事及び各団等への指導・支援 

 

実行委員会 地区技能章キャンプの計画・実施・運営 



令和3年4月18日現在

月 地　区　行　事 奉　仕　活　動 県・日連行事

4

5

6

7

8

10

11

12

1

2

3

　地区ベンチャー会議

３．地区主要事業及び外部団体奉仕一覧   (案)

　地区三役会　・　正副コミ会議　・　各種委員会(個別開催)

　技能章キャンプ実行委員会(3月～7月　4回程度)

  地区振興会総会(11)
　ラウンドテーブル①(12)
  各種委員長会①(14)
　各種合同委員会①(20)
 　ビーバー隊合同集会(   )

  地区委員会②(3)
　上級スカウト地区面接①(12)
　救急法講習会(13)
　団委員長会①(17)
　地区技能研修会①(   )

  地区委員会③(2)
　カブ隊合同集会(4)
  カブ隊くま合同キャンプ(4-5)
  ｾｰﾌ・ﾌﾛﾑ・ﾊｰﾑ研修(23)
  上半期行事反省会(25)

　地区一斉登録(18)
  各種委員長会③(25)
　上級スカウト地区面接④(29)

  地区委員会⑤(3)
  ラウンドテーブル⑤(9)

  技能章キャンプ(23～25) 　市民大清掃(11)

　地区委員会①(14)
　地区定期総会(22)

  県植樹祭(   )
  緑化募金(   )

　三坂野営訓練(延期)
　WB研修所ｽｶｳﾄｺｰｽ(2～5)
　県連盟年次総会(9)
　運営委員会(23)
　年次全国大会(29～30)

　県連カブラリー(6)
  WB研修所CS課程(13)
  WB研修所BS課程(20)
  上級スカウト県面接(26)
  WB研修所BVS課程(27)

　県下一斉隊員募集月間
　県連理事会(書面)

　三坂野営場整備奉仕(24)

　三坂野営場整備奉仕(26)

　県連理事会(3)
  定型外訓練【東予】(4)
　BS講習会【松山】(11)

　県下一斉隊員募集月間
  ﾍﾞﾝﾁｬｰﾛｰﾊﾞｰｷｬﾝﾌﾟ(9～10)
　BS講習会【大洲】(24)

　県連理事会(4)
　上級スカウト県面接(12)

　スカウトの日(20)
  定形外訓練【松山】(26)

　ラウンドテーブル③(13)
  団委員長会②(14)
  各種委員長会②(28)

  地区委員会④(7)
  ラウンドテーブル④(8)

　ビーバー隊合同集会(7)
  各種合同委員会②(9)
  上級スカウト地区面接③(20)

　上級スカウト地区面接②(7)
　松山まつり参加(   )
　ラウンドテーブル②(25)

9

　赤い羽根の共同募金(   )
　市民会議ｵｰﾊﾞｰﾅｲﾄﾊｲｸ(16～17)
　野外活動センターまつり(24)

  松山市青少年団体交流会(20)

年
間

　スカウト研究発表会(　　)
　上級スカウト県面接(20)
　県連理事会(20)

　ユニセフ募金
　歳末助け合い募金

　

　運営委員会(14)
  SFHセミナー実践編(20)
　定形外訓練【南予】(28)

  県野営大会(12～15)
   リスクマネジメントディレクター
　　　　養成講習会(21-22)
  上級スカウト県面接(28)

　各種委員長会④(8)
  スカウト顕彰式(17)
  地区委員会⑥(17)
  地区技能研修会②(   )

　石手川清掃奉仕【各団】(13)

　新年交礼会(10)
　運営委員会(15)
　BS講習会【新居浜】(30)



令和3年4月4日現在

(単位:円)

前年度予算額 本年度予算額 比　較 内　　　　　　訳

315,000 264,000 -51,000
@600×430人 = 258,000
@300×　20人 =    6,000

1,635,000 700,000 -935,000
松山市運営補助金　450,000
地区振興会助成金　         0
愛媛県連盟配当金　250,000

117,649 116,947 -702
白鷺ライオンズクラブ　100,000
緑化募金・預金利子等  16,947

92,351 300,053 207,702 前年度繰越金

2,160,000 1,381,000 -779,000

(単位:円)

前年度予算額 本年度予算額 比　較 内　　　　　　訳

10,000 10,000 0 総会資料印刷・団委員長会議等

685,000 630,000 -55,000

事　務　費 520,000 500,000 -20,000
事務用品等 70,000 ・事務局員費 410,000
ホームページ管理経費 20,000

通　信　費 125,000 90,000 -35,000
電話料金 73,200 ・切手・ハガキ 8,000
インターネット接続料等 8,800

慶　弔　費 40,000 40,000 0

1,345,000 650,000 -695,000

委員会運営費 55,000 30,000 -25,000
各種委員会 @3,000×5委員会
コミッショナーグループ 15,000

指導者養成
・研修費

20,000 20,000 0 定形外訓練等

野営・行事
大会派遣費

1,270,000 600,000 -670,000

技能章キャンプ  300,000-
県野営大会・カブラリー　　50,000
スカウト顕彰・地区合同集会・松山おどり等
150,000-
上半期行事反省会　 100,000

70,000 70,000 0

松山市青少年市民会議負担金 10,000
青少年団体連絡協議会負担金  5,000
サクラメント松山姉妹都市協会負担金 10,000
地区登録費  22,000
事業参加負担金等 23,000

50,000 21,000 -29,000

2,160,000 1,381,000 -779,000合　　　計

支出の部
科　　目

会　議　費

事務局費

事　業　費

負　担　金

予　備　費

令和３年度　収支予算書　(案)

雑　収　入

繰　越　金

合　　　計

収入の部
科　　目

地　区　費

補　助　金



氏　名 団

野志　克仁 地区

藤田　　仁 地区

今城　英一 15

戸井田　樂 15

柏原　勝利 28

松井　　隆 34

氏　名 団 氏　名 団

 委 員 長 〇 久保　浩作 砥1  委 員 長 〇 丹原　守雄 16

山川 ナヲミ 28 二宮　裕樹 7

堀内　陽子 15 水田　秀樹 東1

西森　雄大 7 山岡　史典 15

宮崎　澄子 10 石川　秀明 28

野中　博文 28 大萩　正豊 30

谷本 久美子 30 横田　悦夫 34

徳山 真由美 33 阿部　修一 36

高須賀 弘子 34

河合　  淳 36

友近　　規 36

福嶋　文江 前1 氏　名 団

垣添　国博 県連 高田　政則 34

 委 員 長 ○ 橘　　隆志 東1 有田　貴代 7

才野 真一郎 16 中村　善幸 30

中村　知子 砥1 宮内　　佑 28

杉本　　恭 30 竹田　　稔 10

木山　　泰 33 伊藤　文雄 7

高田　政則 34 橘　　隆志 東1

 委 員 長 〇 中村　善幸 30 事 務 長 久保　継二 30

 副委員長 伊藤　文雄 7 事務長代行 橋口　徳則 15

三浦　弥生 15 会　　計 武智 由香里 砥1

高田　政則 34 芝　　芳亀 30

清水 美智子 36 菅野　栄治 東1

 委 員 長 亀田　和仁 28

大西　千鶴 16 名誉役員

宮内　　佑 28 宮内　正民 28

竹田　光則 10 龍田　純孝 県連

宮内　恵子 28 友近　　規 36

河野 真知子 36 久徳 美和子 前1

令和３年度　ボーイスカウト松山地区協議会役員（案）

　松山市長

備   考

　○は、県連運営委員会への出席者

地区協議会参与

 副委員長

会計監査

団担当ｺﾐｯｼｮﾅｰ

役　職　名

地区協議会長

副協議会長

地区委員長

副委員長

　松山市教育長

 委  　員

 副委員長国
際
交
流

役　職　名

野
営
行
事

 副委員長

 委  　員

役　職　名

指
導
者
養
成

 委　  員

総
務
・
組
織
拡
充

 委　  員

役　職　名

事
務
局

コ
ミ
ッ

シ
ョ

ナ
ー

地区ｺﾐｯｼｮﾅｰ

地区副ｺﾐｯｼｮﾅｰ

 副委員長

 委  　員

進
歩



令和3年4月15日現在

月 地　区　行　事 協議結果 県・日連・奉仕行事 協議結果

4月

5月

6月

7月

令和３年度上半期　松山地区・愛媛県連盟・日本連盟・奉仕事業等の事業・会議日程変更について

【書面】

　(24)に【変更】

【未定】

【延期】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【延期】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

　地区委員会(3)

  国際交流委員会(9)

　総務・組織拡充委員会(10)

　上級スカウト地区面接(12)

　救急法講習会(13)

　団委員長会(17)

  地区コミ会(30)

　地区技能研修会(    )

　総務・組織拡充委員会(5)

  技能章実行委員会(6)

　技能章キャンプ①(23～25)

  松山まつり練習(28)

　地区委員会(14)

　地区定期総会(22)

　県連理事会(11)

  三坂野営場整備奉仕(17)
　
　緑化募金(4月～5月)

【中止】

【書面】

　地区振興会総会(11)

  ラウンドテーブル(12)

  各種委員長会(14)

  技能章実行委員会(17)

　各種合同委員会(20)

　ビーバー隊合同集会(　　)

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

【　　　】

　三坂野営訓練(2～5)

　WB研修所スカウトコース(2～5)

　県連盟年次総会(9)

　常任理事会(23)

　運営委員長会(23)

　年次全国大会(29～30)

  県連盟カブラリー(6)

  スカウトクラブ総会(12)

　コミッショナー会(12)

  WB研修所CS課程(13)

  WB研修所BS課程(20)

　上級スカウト県面接(26)

　三坂野営場整備奉仕(26)

　WB研修所BVS課程(27)

　県連理事会(3)

  BS講習会【松山】(11)


